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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様

に
は
、
日
頃
よ
り
教
育
後
援
会

の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を

学
の
４
年
間
で
学
生
た
ち
を
ど

う
成
長
さ
せ
て
い
く
か
が
我
々

の
課
題
。
人
間
力
を
高
め
、
専

門
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
て
も

ら
え
る
よ
う
、
教
職
員
一
同
励

ん
で
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
鈴
木
洋
州
学
生
支
援

課
長
が
、
ま
ず
学
年
暦
、
年
間

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明

し
た
。
配
布
資
料
を
も
と
に
就

職
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
、

視
野
を
広
く
も
っ
て
就
職
活
動

を
行
う
こ
と
が
内
定
に
つ
な
が

る
と
し
、
余
裕
を
持
っ
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
就
職
活
動
を
行
う

こ
と
の
大
切
さ
を
述
べ
た
。

北
海
道
地
区
（
札
幌
市
）

　

９
月
16
日
（
日
）、
北
海
道

地
区
教
育
懇
談
会
が
札
幌
市
内

の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
道
内

か
ら
４
組
６
名
の
保
護
者
が
参

加
し
た
。

　

全
体
会
冒
頭
、
藤
井
慶
三
教

育
後
援
会
会
長
が
「
皆
様
か
ら

の
質
問
や
不
明
な
点
に
、
学
部

長
お
よ
び
各
学
科
の
先
生
方
、

職
員
方
が
、
お
答
え
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
有
意
義
な
会
に
し
ま

し
ょ
う
」
と
挨
拶
。
次
に
安
井

利
一
学
長
が
壇
上
に
立
ち
、「
大

賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
教
育
後
援
会
と

し
て
２
０
１
２
年
度
事
業
計
画

の
推
進
及
び
次
年
度
事
業

計
画
の
策
定
等
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
前
半
の

教
育
後
援
会
の
活
動
概
況

を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
、
①
６
月
の
評
議

員
会
の
開
催
。
②
６
月

の
関
東
地
区
就
職
懇
談

　

個
別
面
談
で
は
、

学
科
ご
と
に
ブ
ー
ス

を
仕
切
り
、
担
当
教

授
が
主
に
単
位
の
修

得
状
況
や
進
路
な
ど

に
つ
い
て
の
質
問
や

相
談
に
応
じ
て
い
た
。

保
護
者
一
人
ひ
と
り

が
納
得
い
く
ま
で
腰
を
据
え
て

話
し
合
う
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

懇
親
会
は
、
教
職
員
、
保

護
者
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
を
囲

み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
超
え

た
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
話
題
で
盛

り
上
が
り
を
み
せ
、
閉
会
時
に

は
「
ま
た
来
年
」
と
声
を
掛
け

会
（
１
年
か
ら
３
年
次
）
の
開

催
。
③
全
国
11
個
所
で
地
区
教

育
懇
談
会
を
開
催
し
、
保
護
者

の
皆
様
と
教
職
員
と
の
学
業
成

績
等
の
個
人
面
談
や
留
学
・
就

職
・
生
活
全
般
等
に
つ
い
て
相

談
や
情
報
交
換
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
安
井
学

長
、
佐
々
木
副
学
長
を
は
じ
め

と
し
て
諸
先
生
や
大
学
職
員
等

の
方
々
に
休
日
を
返
上
し
て
ご

参
加
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
④
９
月
の
学
友
会
サ
マ
ー

合
う
姿
も
見
ら
れ
た
。

●
参
加
者
の
感
想

・
成
績
表
の
見
方
、
出
席
日
数

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
い

た
の
で
、
息
子
と
も
じ
っ
く
り

話
が
で
き
そ
う
で
す
。
サ
ッ

カ
ー
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
が
、

キ
ャ
ン
プ
の
支
援
、
11
月
の
明

海
祭
（
学
園
祭
）
の
支
援
、
課

外
教
育
活
動
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
支
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
支
援
等
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
⑤
広
報
活
動
と
し
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
タ
イ
ム
リ
ー

な
更
新
と
情
報
提
供
の
充
実
、

メ
ル
マ
ガ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

対
応
を
行
い
ま
し
た
。

　

12
月
か
ら
教
育
後
援
会
の
後

半
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

今
年
は
創
立
25
周
年
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
会
の
創

立
目
的
は
、「
保
護
者
と
大
学

と
の
連
携
」、「
会
員
相
互
の
親

睦
の
推
進
」、「
学
生
の
福
利
厚

生
の
増
進
と
課
外
活
動
等
の
援

助
」
を
図
り
、
明
海
大
学
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。
今

年
度
の
教
育
後
援
会
の
基
本
方

針
で
あ
る
「
保
護
者
と
大
学
と

の
連
携
強
化
と
事
業
の
継
続
」

〈
学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

の
充
実
向
上
、
会
員
（
保
護

者
）
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
強
化
と
意
見
反
映
の
向
上
、

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
の
向

上
〉
に
つ
い
て
、
本
会
の
創
立

目
的
の
主
旨
を
保
護
者
の
皆
様

と
意
識
を
共
有
し
て
事
業
推
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
会
員
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

レ
ベ
ル
が
高
く
、
練

習
も
楽
し
い
と
言
っ

て
い
ま
す
。（
経
済

学
科
１
年
）

・
お
と
と
し
に
参
加

し
、
今
回
２
回
目
で

す
。
卒
業
で
き
る
か

ど
う
か
と
、
地
元
で
の
就
職
に

つ
い
て
相
談
し
ま
し
た
。（
不

動
産
学
科
４
年
）

北
陸
Ａ
地
区
（
新
潟
市
）

　

９
月
23
日
（
日
）、
北
陸
Ａ

地
区
教
育
懇
談
会
が
新
潟
市
チ

サ
ン
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
県

内
の
14
組
21
名
の
保
護
者
が
参

加
し
た
。

　

全
体
会
は
、
藤
井
慶
三
教
育

後
援
会
会
長
に
よ
る
「
地
区
懇

談
会
は
大
学
へ
の
理
解
を
深
め

る
良
い
機
会
。
先
生
方
、
そ
し

て
大
学
の
職
員
の
方
と
直
接
話

し
、
有
意
義
な
会
と
し
て
く

だ
さ
い
」
の
言
葉
で
ス
タ
ー

ト
。
続
い
て
安
井
利
一
学
長
は
、

「
昨
年
の
地
震
で
大
学
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
な
ど
も
液
状
化
の
被
害

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
で
は

以
前
よ
り
も
き
れ
い
な
状
態
に

な
っ
て
い
る
。
学
生
の
安
心
安

全
を
保
証
し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

鈴
木
洋
州
学
生
支
援
課
長
か

ら
、
就
職
状
況
に
つ
い
て
、
回

復
傾
向
に
あ
る
と
し
な
が
ら
も

引
き
続
き
「
厳
選
採
用
」
で
あ

り
、
学
生
に
と
っ
て
は
厳
し
い

状
況
だ
と
説
明
が
あ
っ
た
。
３

年
生
は
「
動
き
出
し
の
早
さ
と

行
動
量
」
が
就
職
活
動
を
左
右

す
る
た
め
、「
就
職
活
動
へ
の

意
識
付
け
を
保
護
者
に
も
お
願

い
し
た
い
」
と
話
し
た
。

　

個
別
面
談
後
の
懇

親
会
で
は
、
先
生
方

と
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な

雰
囲
気
で
話
し
た
り
、

保
護
者
同
士
で
再
会

を
喜
ん
だ
り
と
盛
り

上
が
り
を
み
せ
て
い

た
。

●
参
加
者
の
感
想

・
１
年
生
か
ら
参
加

し
て
い
ま
す
。
毎
年
、

下
田
直
樹
経
済
学
部

長
と
お
話
し
で
き
、

安
心
し
ま
す
。
授
業

の
出
席
状
況
を

は
じ
め
、
学
部

の
先
生
な
の
で

生
活
の
様
子
が

よ
り
詳
し
く
分

か
る
の
が
う
れ

し
い
で
す
。
ま

た
、
新
潟
の
保

護
者
と
仲
良
く

な
れ
る
の
も
い

い
で
す
ね
。（
経

済
学
科
３
年
）

・
懇
談
会
に
は

ず
っ
と
参
加
し

て
い
ま
す
。
娘

は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
留
学

で
大
人
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

懇
談
会
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

と
に
娘
に
も
声
を
か
け
て
い
ま

す
。
も
っ
と
参
加
者
が
増
え
る

と
い
い
で
す
ね
。（
英
米
語
学

科
４
年
）

東
北
Ａ
地
区
（
盛
岡
市
）

　

９
月
30
日
（
日
）、
東
北
Ａ

地
区
教
育
懇
談
会
が
岩
手
県
盛

岡
市
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
盛
岡
で
開
催
さ
れ
、
15
組
24

名
の
保
護
者
、
大
学
か
ら
は
安

井
利
一
学
長
、
各
学
部
長
、
教

職
員
、
教
育
後
援
会
役
員
ら
17

名
が
参
加
し
た
。

　

全
体
会
は
、
藤
井
慶
三
教
育

後
援
会
会
長
の
挨
拶
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
続
い
て
安
井
利
一
学

長
が
、「
教
育
課
程
は
新
し
い
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
り
、
自
分
の

力
を
伸
ば
す
、
自
分
か
ら
求
め

る
教
育
課
程
へ
変
わ
っ
た
。
本

学
の
学
生
を
社
会
に
必
要
と
さ

れ
る
人
材
に
育
て
ら
れ
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

　

続
い
て
、
鈴
木
洋
州
学
生
支

援
課
長
か
ら
近
況
報
告
が
あ
っ

た
。
初
め
は
、
修
学
支
援
に
関

す
る
内
容
、
ま
た
就
職
活
動
に

つ
い
て
の
現
状
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
求
め
ら
れ
る
人
材
な
ど
を

分
か
り
や
す
く
、
て
い
ね
い
に

説
明
。「
企
業
の
広
報
活
動
が

従
前
よ
り
２
カ
月
後
ろ
倒
し
に

な
っ
た
も
の
の
、
選
考
時
期
は

変
わ
ら
な
い
中
で
の
就
職
活
動

だ
が
、
一
つ
上
の
先
輩
た
ち
を

見
て
、
計
画
的
に
行
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
た
。

　

全
体
会
か
ら
個
別
面
談
へ
と

移
り
、
面
談
後
、
下
田
直
樹
経

済
学
部
長
は
、「
3
年
生
の
保

護
者
に
は
就
職
活
動
の
相
談
、

１
・
2
年
生
の
保
護
者
に
は
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
案
内
、
そ

の
ほ
か
成
績
表
の
見
方
な
ど
を

説
明
し
ま
し
た
」
と
話
し
た
。

中
山
浩
之
事
務
部
長
に
よ
る
乾

杯
と
挨
拶
で
始
ま
っ
た
懇
親
会

は
、
学
長
、
教
授
陣
、
保
護
者

が
和
や
か
に
話
し
て
い
た
。

北海道（札幌）

北陸 A（新潟）
信州（長野）

九州（福岡） 沖縄（那覇）

東海（静岡）
近畿・北陸B（大阪）

関東（２年次）

東北 B（福島）

東北 A（盛岡）

中国・四国
（岡山）

※
Ｈ
Ｔ
…
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
略

「
話
が
聞
け
て
安
心
し
た
」
と
保
護
者
に
大
好
評

地
区
教
育
懇
談
会
―
全
国
11
カ
所
で
開
催

教
育
後
援
会
が
毎
年
全
国
各
地
で
開
催
し
て
い
る「
地
区
教
育
懇
談
会（
通
称
・
地
区
懇
）」。

今
年
度
は
全
国
11
カ
所
で
開
催
し
、
総
計
２
９
０
名
の
保
護
者
が
参
加
し
た
。
大
学
の
教

育
方
針
・
近
況
、
就
職
状
況
な
ど
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
「
全
体
会
」、
成
績
や
留
学
、

学
生
生
活
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
「
個
別
面
談
」
の
２
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
教
職
員

と
じ
っ
く
り
と
話
せ
る
機
会
と
あ
っ
て
、
リ
ピ
ー
タ
ー
率
も
高
い
。
ま
だ
参
加
し
た
こ
と

の
な
い
方
は
、
来
年
度
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

北陸 A地区

東北 A地区

北海道地区

（
２
面
へ
続
く
）

新
年
の
ご
挨
拶

教
育
後
援
会
会
長
　
　
藤
井
　
慶
三
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年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
部
活
動

を
紹
介
し
た
後
、
今
年
度
の
就

職
活
動
に
つ
い
て
説
明
。
就
職

活
動
を
通
じ
て
の
保
護
者
の
関

わ
り
の
重
要
性
に
も
ふ
れ
、「
長

く
厳
し
い
就
職
活
動
を
、
親
の

一
言
で
が
ん
ば
れ
た
と
い
う
学

生
も
多
く
い
ま
す
。
ご
家
族
に

は
何
よ
り
心
の
支
え
に
な
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し

た
。
最
後
に
課
外
活
動
や
学
友

会
組
織
、
諸
委
員
会
な
ど
の
活

動
に
触
れ
、
そ
の
中
で
復
興
支

援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
紹

介
。「
今
後
も
長
く
継
続
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　

人
数
が
多
く
、
学
部
に
よ
っ

て
は
待
ち
時
間
も
あ
っ
た
個
別

面
談
だ
が
、
控
え
室
で
は
隣
り

合
っ
た
保
護
者
同
士
の
会
話
が

弾
み
、
一
年
ぶ
り
の
再
会
を
喜

び
合
う
姿
も
見
ら
れ
た
。

　

懇
親
会
は
、
藤
井
慶
三
教
育

後
援
会
会
長
、
安
井
利
一
学
長

に
よ
る
挨
拶
の
あ
と
、
歓
談
タ

イ
ム
へ
。
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、

ま
た
、
東
北
地
区
の
同
窓
生
も

駆
け
つ
け
、
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
で
あ
っ
た
。

●
参
加
者
の
感
想

・
夏
に
内
定
を
も
ら
っ
た
よ
う

で
す
が
、
不
採
用
続
き
で
落
ち

込
ん
で
い
る
と
き
や
、
企
業
か

ら
の
通
知
を
待
っ
て
い
る
と
き

な
ど
に
は
よ
く
電
話
が
き
て
、

い
ろ
い
ろ
な
話
を
し

ま
し
た
。
今
は
努
力

が
報
わ
れ
ほ
っ
と
し

て
い
ま
す
。
大
学
か

ら
は
４
年
間
を
通
じ

て
ケ
ア
し
て
い
た
だ

き
、
感
謝
し
て
い
ま

す
。（
Ｈ
Ｔ
学
科
４

年
）

信
州
地
区

（
長
野
市
）

　

10
月
14
日
（
日
）

●
参
加
者
の
感
想

・
個
別
面
談
で
は
、
子
ど
も
の

ゼ
ミ
の
先
生
で
、
ゼ
ミ
の
活
動

や
そ
の
中
で
の
子
ど
も
の
様
子

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
Ｈ
Ｔ
学
科
4
年
）

東
北
Ｂ
地
区
（
福
島
市
）

　

10
月
７
日
（
日
）、
東
北
Ｂ

地
区
教
育
懇
談
会
が
福
島
市
の

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
プ
ラ
ザ
福

島
で
開
催
さ
れ
た
。
県
内
は
も

ち
ろ
ん
、
山
形
、
宮
城
、
新
潟

な
ど
近
県
か
ら
19
組
28
名
の
保

護
者
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

全
体
会
冒
頭
で
藤
井
慶
三
教

育
後
援
会
会
長
が
「
教
育
懇
談

会
ス
タ
ー
ト
時
か
ら
の
開
催
地

区
が
こ
こ
福
島
で
す
。
そ
れ
だ

け
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
意
識
も

高
い
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
挨

拶
。
次
に
壇
上
に
立
っ
た
安
井

利
一
学
長
は
「
大
学
で
は
、
教

員
と
学
生
と
の
距
離
を
近
づ
け

た
い
と
様
々
な
試
み
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

に
も
同
じ
こ
と
を
思
っ
て
い
ま

す
。
学
生
の
夢
が
実
現
で
き
る

よ
う
、
保
護
者
と
大
学
が
手
を

組
ん
で
支
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
力
強
く
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
鈴
木
洋
州
学
生
支
援

課
長
が
、
今
年
度
の
学
年
暦
、

信
州
地
区
教
育
懇
談
会
が
、
昨

年
ま
で
の
松
本
市
か
ら
開
催
場

所
を
長
野
市
に
移
し
、
ホ
テ
ル

Ｊ
Ａ
Ｌ
シ
テ
ィ
長
野
で
開
催
さ

れ
た
。
９
組
14
名
の
保
護
者
が

参
加
し
た
。

　

全
体
会
は
藤
井
慶
三
教
育
後

援
会
会
長
の
「
積
極
的
に
先
生

や
教
職
員
と
話
し
、
こ
の
懇
談

会
を
有
意
義
な
も
の
と
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
の
言
葉
で
ス

タ
ー
ト
。
安
井
利
一
学
長
か
ら

は
「
昨
年
の
震
災
で
は
、
多
く

の
方
に
心
配
を
お
か
け
し
た
が
、

今
で
は
す
っ
か
り
元
に
戻
っ
て

い
る
の
で
安
心
し
て
く
だ
さ

い
」
と
報
告
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
鈴
木
洋
州
学
生
支
援

課
長
か
ら
、
現
在
の
就
職
状
況

に
つ
い
て
、
明
海
大
生
の
内
定

率
は
、
昨
年
の
同
時
期
に
比
べ

る
と
高
く
な
っ
て
お
り
、「
就

職
活
動
と
大
学
の
勉
強
の
両
立

で
疲
弊
す
る
学
生
も
い
る
が
、

そ
ん
な
と
き
こ
そ
保
護
者
の
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
。
そ
の
際
は
、

子
ど
も
の
価
値
観
を
否
定
せ
ず
、

社
会
人
の
先
輩
と
し
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
」
と
話
し
た
。

　

個
別
面
談
後
の
懇
親
会
で
は
、

あ
る
保
護
者
同
士
が
中
学
時
代

の
同
級
生
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
、
思
い
が
け
な
い
再
会
と

な
っ
た
。
ま
た
、
今
回
は
同
窓

会
も
同
時
に
行
わ
れ
、
長
野
在

住
の
同
窓
生
が
集
ま
っ
た
。
不

動
産
学
科
の
卒
業
生

は
、
在
学
中
に
取
得

し
た
資
格
が
現
在
も

社
会
で
役
立
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
大

学
生
の
う
ち
に
た
く

さ
ん
勉
強
す
る
の
が

大
切
だ
と
、
お
子
さ

ん
に
伝
え
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
て
く
れ

た
。

●
参
加
者
の
感
想

・
姉
弟
で
明
海
生
な

の
で
、
懇
談
会
に
は

何
度
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
就

職
が
な
か
な
か
決
ま
ら
ず
、
学

科
主
任
の
先
生
も
一
緒
に
心
配

し
、
気
に
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

諦
め
ず
に
活
動
を
続
け
、
希
望

の
業
界
に
就
職
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。（
経
済
学
科
４
年
）

・
子
ど
も
は
大
学
の
こ
と
を
ほ

と
ん
ど
話
し
て
く
れ
な
い
の
で
、

こ
ち
ら
で
お
話
を
聞
く
と
安
心

し
ま
す
。（
英
米
語
学
科
４
年
）

東
海
地
区
（
静
岡
市
）

　

10
月
21
日
（
日
）、
東
海
地

区
教
育
懇
談
会
が
静
岡
市
内
の

静
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
中
島
屋

で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
地
区
に

在
籍
し
て
い
る
学
生
は
90
名
、

今
回
は
15
組
20
名
の
保
護
者
が

集
ま
っ
た
。

　

全
体
会
は
、
藤
井
慶
三
教
育

後
援
会
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
っ

た
。
次
に
壇
上
に
立
っ
た
佐
々

木
康
史
副
学
長
は
、
外
国
語
学

部
と
不
動
産
学
部
の
学
部
長
が

交
代
し
た
こ
と
を
報
告
。
ま

た
「
学
習
時
間
の
確
保
は
、
企

業
か
ら
の
要
求
で
も
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
お
子
さ
ん
に
働
き
か
け
て

く
だ
さ
い
」
と
話
し
た
。

　

続
い
て
鈴
木
洋
州
学
生
支
援

課
長
か
ら
は
就
職
活
動
に
つ
い

て
、「
就
職
活
動
が
過
密
に
な
っ

た
こ
と
」「
乗
り
遅
れ
る
と
取

り
戻
す
の
が
大
変
で
あ
る
こ

と
」
な
ど
、
早
期
対
応
が
肝
要

で
あ
る
と
話
が
あ
っ
た
。

　

個
別
面
談
後
、
懇
親
会
が
開

か
れ
、
会
半
ば
に
は
、
今
年
度

卒
業
予
定
の
保
護
者
が
教
授
か

ら
紹
介
さ
れ
、
拍
手
が
送
ら
れ

る
場
面
も
。
出
席
し
た
教
授
一

人
ひ
と
り
に
よ
る
ユ
ー
モ
ア
に

満
ち
た
ス
ピ
ー
チ
も
あ
り
、
17

時
の
閉
会
ま
で
笑
い
声
が
絶
え

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

●
参
加
者
の
感
想

・
卒
業
ま
で
の
単
位
や
、
出
席

状
況
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し

た
。
高
校
か
ら
寮
生
活
を
し
て

い
た
た
め
親
元
を
離
れ
る
こ
と

に
戸
惑
い
は
な
か
っ
た
よ
う
で

す
が
、
１
年
生
の
と
き
は
ア
ル

バ
イ
ト
に
熱
が
入
り
、
朝
の
授

業
の
出
席
率
が
悪

か
っ
た
よ
う
で
す
。

学
年
が
上
が
る
に
つ

れ
、
う
ま
く
バ
ラ
ン

ス
を
取
れ
る
よ
う
に

な
り
安
心
し
て
い
ま

す
。（
経
済
学
科
４

年
）

・
懇
談
会
は
２
回
目

の
参
加
で
す
。
成

績
・
単
位
に
つ
い
て

話
を
聞
き
ま
し
た
が
、

い
い
ペ
ー
ス
で
取
得

で
き
て
い
る
と
の
こ

と
で
安
心
し
ま
し
た
。

一
人
暮
ら
し
の
食
生
活
が
心
配

で
、
こ
ま
め
に
食
料
や
惣
菜
を

送
っ
た
り
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。（
不
動
産
学
科
１
年
）

近
畿
・
北
陸
Ｂ
地
区

（
大
阪
市
）

　

11
月
11
日
（
日
）、
近
畿
・

北
陸
Ｂ
地
区
教
育
懇
談
会
が
大

阪
市
の
ラ
マ
ダ
ホ
テ
ル
大
阪
で

開
催
さ
れ
、
遠
く
は
石
川
や
富

山
か
ら
7
組
9
名
の
保
護
者
が

参
加
し
た
。

　

全
体
会
は
藤
井
慶
三
教
育
後

援
会
会
長
の
「
遠
方
か
ら
通
わ

せ
て
い
る
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

お
子
さ
ん
の
生
活
状
況
や
学
習

の
様
子
を
知
る
い
い
機
会
で
す
。

こ
の
会
を
有
効
に
使
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
の
挨
拶
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
次
い
で
壇
上
に
立
っ

た
安
井
利
一
学
長
は
、「
各
学

部
・
学
科
で
学
部
長
や
教
授
た

ち
教
職
員
が
連
携
し
、
学
生
に

近
い
立
場
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

学
生
が
一
生
の
夢
を
持
つ
基
盤

づ
く
り
を
し
て
い
け
た
ら
」
と

保
護
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
。

　

鈴
木
洋
州
学
生
支
援
課
長
か

ら
保
護
者
が
気
に
な
る
就
職
に

つ
い
て
詳
し
い
話
が
あ
っ
た
。

２
０
１
３
年
３
月
卒
業
予
定
の

求
人
倍
率
が
１
・
27
倍
で
あ
る

こ
と
を
受
け
、
昨
年

度
よ
り
は
上
向
き
傾

向
で
あ
る
こ
と
、
た

だ
し
こ
の
数
字
は
、

会
社
の
「
規
模
」「
業

種
」
に
よ
っ
て
低
く

も
高
く
も
変
動
す
る

こ
と
を
説
明
。大
手
・

有
名
企
業
に
限
ら
ず
、

広
い
視
野
を
持
つ
よ

う
促
し
た
。

　

個
別
面
談
後
に
開

か
れ
た
懇
親
会
で
は
、

保
護
者
の
緊
張
も
ほ

ぐ
れ
、
保
護
者
同
士
、

ま
た
、
教
職
員
と
と
も
に
料
理

を
囲
ん
だ
。
会
の
途
中
、
当
日

誕
生
日
を
迎
え
た
下
田
直
樹
経

済
学
部
長
に
、
安
井
利
一
学
長

か
ら
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
が
贈

ら
れ
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
。
閉
会

ま
で
終
始
温
か
い
雰
囲
気
の
会

と
な
っ
た
。

●
参
加
者
の
感
想

・
富
山
県
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

今
、
３
年
生
な
の
で
す
が
、
就

職
活
動
中
の
子
ど
も
に
対
す
る

接
し
方
な
ど
も
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
子
ど
も
が
迷
っ
た

と
き
に
は
、
声
を
か
け
て
あ
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。（
経
済
学

科
３
年
）

・
昨
年
に
引
き
続
き
参
加
し
ま

し
た
。
遠
隔
地
に
居
な
が
ら
に

し
て
学
校
の
様
子
を
聞
く
こ
と

が
で
き
る
機
会
を
設

け
て
い
た
だ
き
感
謝

し
て
い
ま
す
。（
英

米
語
学
科
２
年
）

中
国
・

四
国
地
区

（
岡
山
市
）

　

11
月
18
日
（
日
）、

中
国
・
四
国
地
区
教

育
懇
談
会
が
岡
山
市

内
の
後
楽
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
。
広
島

県
、
香
川
県
、
岡
山
県
、
愛
媛

県
か
ら
６
組
７
名
の
保
護
者
が

参
加
し
た
。

　

藤
井
慶
三
教
育
後
援
会
会
長

が
「
お
子
さ
ん
の
状
況
を
じ
っ

く
り
聞
い
て
、
今
日
の
こ
の
会

を
ぜ
ひ
有
意
義
な
も
の
に
し
て

く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
、
全
体

会
が
開
会
し
た
。
続
い
て
佐
々

木
康
史
副
学
長
が
壇
上
に
立

ち
、
文
部
科
学
省
よ
り
大
学
に

対
し
て
質
的
な
転
換
が
求
め
ら

れ
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
学

習
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
、
生

涯
学
習
を
意
識
づ
け
し
て
い
く

こ
と
、
社
会
か
ら
の
要
請
に
主

体
的
に
応
え
て
い
く
こ
と
な
ど

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
明
海
大

学
建
学
の
精
神
に
基
づ
き
そ
れ

ぞ
れ
へ
の
対
策
を
実
施
し
て
い

き
た
い
と
述
べ
た
。

　

次
に
鈴
木
洋
州
学
生
支
援
課

長
よ
り
、
昨
今
の
就
職
状
況
、

就
活
を
積
極
的
に
進
め
る
た
め

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
、
心

構
え
、
企
業
の
採
用
担
当
か
ら

見
た
就
活
、
親
の
関
わ
り
方
な

ど
の
話
が
。
内
容
は
多
岐
に
わ

た
り
、
具
体
的
・
実
践
的
で
、

保
護
者
も
メ
モ
を
取
り
な
が
ら

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

個
別
面
談
で
は
、
担
当
教
授

と
の
面
談
が
終
了
し
た
後
も
、

就
職
や
留
学
な
ど
に
つ
い
て
積

極
的
に
ブ
ー
ス
を
回
る
保
護
者

東北 B地区

信州地区

近畿・北陸 B地区

東海地区

中国・四国地区

（
１
面
か
ら
）

2012年度地区懇談会出席者件数　（人数）
学　　科 関東地区 北海道地区 北陸Ａ地区 東北Ａ地区 東北Ｂ地区 信州地区 東海地区 近畿・北陸地区 中国・四国地区 九州地区 沖縄地区 合計
日本語学科 2（3） 0 1（1） 0 1（1） 0 0 1（1） 0 1（1） 2（4） 8（11）
英米語学科 16（21） 0 3（5） 3（6） 5（7） 2（3） 2（3） 1（1） 0 3（5） 1（1） 36（52）
中国語学科 11（17） 0 0 0 1（1） 0 0 1（2） 0 0 0 13（20）
経 済 学 科 29（37） 2（3） 4（7） 2（3） 2（2） 2（3） 2（3） 4（5） 3（3） 1（2） 0 51（68）
不動産学科 16（23） 1（1） 1（2） 1（2） 4（7） 2（4） 4（5） 0 2（2） 5（5） 2（3） 38（54）
Ｈ Ｔ 学 科 21（30） 1（2） 5（6） 9（13） 6（10） 3（4） 7（9） 0 1（2） 5（6） 2（3） 60（85）
合 計 95（131） 4（6） 14（21） 15（24） 19（28） 9（14） 15（20） 7（9） 6（7） 15（19） 7（11） 206（290）



 (3) 第 39号し　お　か　ぜ

し
て
有
意
義
な
会
と
し
て
く
だ

さ
い
」
と
挨
拶
。

　

安
井
利
一
学
長
は
、「
こ
の

懇
談
会
は
保
護
者
の
皆
さ
ん
と

直
接
お
話
し
で
き
る
貴
重
な
機

会
。
明
海
大
で
は
学
生
一
人
ひ

と
り
に
、
自
分
が
社
会
に
出
て
、

役
に
立
つ
ん
だ
と
い
う
意
識
を

持
っ
て
卒
業
し
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教

職
員
も
親
に
な
っ
た
つ
も
り
で

面
倒
を
み
る
と
い
う
共
通
意
識

を
持
つ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

足
り
な
い
点
も
多
い
か
と
思
い

ま
す
が
、
よ
り
良
い
大
学
を
作

る
た
め
に
、
み
な
さ
ん
の
お
知

恵
を
お
借
り
し
た
い
」
と
挨
拶

し
た
。

　

鈴
木
洋
州
学
生
支
援
課
長
か

ら
は
大
学
の
近
況
報
告
が
あ
り
、

悩
み
を
抱
え
て
い
る
学
生
は
相

談
に
き
て
も
ら
い
た
い
。
保
護

者
か
ら
も
気
に
な
る
こ
と
が
あ

れ
ば
電
話
し
て
ほ
し
い
と
話
し

た
。

　

ま
た
、
就
職
活
動
に
つ
い
て

も
説
明
が
あ
っ
た
。
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
が
、
求
人
倍

率
は
企
業
の
規
模
や
業
種
に

よ
っ
て
も
異
な
り
、
中
小
企
業

や
流
通
業
で
は
人
手
不
足
の
状

況
も
。
学
生
が
視
野
を
広
げ
て

活
動
し
て
い
る
の
は
い
い
傾
向

だ
と
述
べ
た
。

●
参
加
者
の
感
想

・
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
に

つ
い
て
は
、「
大
学

に
あ
る
情
報
は
す
べ

て
伝
え
る
の
で
意
思

表
明
し
て
ほ
し
い
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
っ
た
の
で
子
ど
も

に
伝
え
ま
す
。
就
職

の
進
め
方
や
今
何
を

し
て
い
る
の
か
な
ど
、

保
護
者
向
け
に
具
体

的
な
情
報
が
ほ
し
い
。

（
Ｈ
Ｔ
学
科
３
年
）

・
成
績
や
出
席
状
況

な
ど
は
定
期
的
に
保

も
い
た
。
懇
親
会
閉
会
時
に
は

早
く
も
一
年
後
の
再
会
を
約
束

す
る
姿
も
あ
っ
た
。

●
参
加
者
の
感
想

・
単
位
修
得
の
状
況
や
、
成
績

に
つ
い
て
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
普
段
の
子
ど
も
の
様
子

な
ど
も
お
話
し
し
て
い
た
だ
け

る
の
で
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
度
卒
業
を
控

え
て
い
る
た
め
、
今
回
が
最
後

と
な
り
ま
す
。
立
場
は
変
わ
っ

て
も
、
何
か
し
ら
大
学
の
お
役

に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
経
済
学
科
４
年
）

・
懇
親
会
は
３
回
目
の
参
加
で

す
。
先
生
と
お
話
し
し
て
み
て
、

不
動
産
業
界
の
奥
深
さ
を
仕
事

の
楽
し
さ
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い

と
、
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

（
不
動
産
学
科
３
年
）

九
州
地
区
（
福
岡
市
）

　

11
月
25
日
（
日
）、
九
州
地

区
教
育
懇
談
会
が
福
岡
市
博
多

都
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
、
15

組
19
名
の
保
護
者
が
参
加
し
た
。

　

全
体
会
で
は
藤
井
慶
三
教
育

後
援
会
会
長
が
「
今
年
の
懇
談

会
参
加
者
は
昨
年
と
ほ
ぼ
同
数
。

続
け
て
参
加
の
方
も
多
く
嬉
し

い
で
す
。
浦
安
で
の
お
子
さ
ん

の
様
子
な
ど
、
先
生
と
お
話
し

護
者
に
郵
送
さ
れ
て
き
ま
す
が
、

Ｈ
Ｐ
等
で
い
つ
で
も
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
ら
、
離
れ
て
暮

ら
し
て
い
る
親
も
、
も
っ
と
安

心
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

（
経
済
学
科
３
年
）

沖
縄
地
区
（
那
覇
市
）

　

12
月
２
日
（
日
）、
沖
縄
地

区
教
育
懇
談
会
が
那
覇
市
内
の

ロ
イ
ヤ
ル
オ
リ
オ
ン
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
地
区
か
ら

は
18
名
の
学
生
が
在
籍
し
て
お

り
、
７
組
11
名
の
保
護
者
が
参

加
し
た
。

　

全
体
会
は
、
大
塚
政
子
教
育

後
援
会
副
会
長
の
「
全
国
11
カ

所
最
後
の
地
区
教
育
懇
談
会
を

沖
縄
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
大
学
に

つ
い
て
の
心
配
な
こ
と
は
個
人

面
談
で
先
生
方
に
お
聞
き
し
、

教
育
後
援
会
役
員
に
も
相
談
し

て
く
だ
さ
い
」
の
挨
拶
で
ス

タ
ー
ト
。

　

次
に
安
井
利
一
学
長
か
ら
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
全
面
的
に
改
正

し
た
こ
と
に
触
れ
、「
１
年
次

に
人
間
力
と
し
て
将
来
自
分
の

夢
を
実
現
で
き
る
能
力
を
養
う

こ
と
を
目
的
に
、
社
会
に
出
て

困
ら
な
い
基
礎
力
を
培
う
た
め

の
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
」
と

報
告
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
長
の
下
田
直
樹

経
済
学
部
長
か
ら

大
学
が
取
り
組
ん
で

い
る
入
試
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
続
い

て
鈴
木
洋
州
学
生
支

援
課
長
か
ら
、
明
海

大
学
の
近
況
報
告
と

し
て
入
学
試
験
、
在

学
学
生
数
、
学
年

暦
、
修
学
支
援
業
務

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
海

外
留
学
・
海
外
研
修

派
遣
や
夏
季
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
・
就
職
支
援
計
画
や
活
動
状

況
、
体
育
会
活
動
状
況
、
校
内

の
環
境
状
況
な
ど
に
つ
い
て
詳

細
な
報
告
が
あ
っ
た
。

　

個
別
面
談
で
は
、
各
先
生
方

に
よ
る
熱
心
な
説
明
、
助
言
に
、

保
護
者
は
一
様
に
安
堵
し
た
様

子
。
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
懇
親

会
で
も
各
先
生
方
の
話
に
明
る

い
笑
い
声
が
聞
か
れ
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
に
包
ま

れ
た
中
で
の
閉
会
と
な
っ
た
。

●
参
加
者
の
感
想

・
２
回
目
の
参
加
に
な
り
ま
す
。

学
部
長
に
息
子
の
授
業
の
近
況

を
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
安
心

い
た
し
ま
し
た
。
も
う
少
し
学

部
の
状
況
を
詳
し
く
知
ら
せ
て

い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

（
不
動
産
学
科
３
年
）

・
今
回
で
２
回
目
の
参
加
で
す

が
、
保
護
者
の
参
加
数
が
少
な

く
て
残
念
で
す
。
大
学
、
父
兄

の
情
報
交
換
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。
貴
重
な
場
で

す
の
で
、
今
後
も
継
続
開
催
を

お
願
い
し
ま
す
。（
日
本
語
学

科
３
年
）

・
な
か
な
か
千
葉
ま
で
は
い
け

ま
せ
ん
。
先
生
た
ち
と
じ
か
に

話
す
こ
と
が
で
き
る
こ
の
よ
う

な
場
は
あ
り
が
た
い
で
す
。
ま

た
来
年
も
お
願
い
い
た
し
ま

す
。（
Ｈ
Ｔ
学
科
１
年
）

生
え
て
い
る
の
を
見
て
、
復
興

は
進
ん
で
い
な
い
と
思
っ
た
と

い
う
。
今
回
の
活
動
を
き
っ
か

け
に
国
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
。

　

篠
崎
瑞
穂
さ
ん
（
英
米
語
学

科
２
年
）
は
、
母
の
勧
め
で
参

加
。
被
災
地
は
「
メ
デ
ィ
ア

で
見
る
よ
り
も
悲
惨
だ
っ
た
」。

草
む
し
り
で
手
が
血
だ
ら
け
に

な
っ
た
が
、「
明
海
大
さ
ん
ほ

ど
、
よ
く
や
っ
て
く
れ
る
人
は

い
な
い
」
と
言
わ
れ
、「
誇
り

を
感
じ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

「
解
決
策
も
考
え
る
こ
と
で
、

自
分
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
は
」。
ま
た
、
経
済
学
科
４

年
の
男
子
学
生
は
「
有
意
義
な

議
論
が
で
き
た
。
た
だ
今
後
の

課
題
は
、
参
加
し
て
い
な
い
学

生
た
ち
を
ど
う
巻
き
込
ん
で
い

く
か
だ
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

11
月
３
日
（
土
）、浦
安
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
「
東
日
本
大
震
災

被
災
地
復
興
支
援
活
動
報
告

会
」
が
行
わ
れ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
今
回

で
２
回
目
。
学
生
11
名
と
教
職

員
５
名
が
参
加
し
、
２
０
１
２

年
８
月
に
岩
手
県
釜
石
市
や
宮

古
市
な
ど
で
行
っ
た
活
動
が
報

告
さ
れ
た
。

　

１
日
目
は
、
釜
石
市
の
旅
館

宝
来
館
前
の
松
林
保
全
の
た
め

の
草
刈
り
。
津
波
で
家
が
流
さ

れ
、
住
民
が
い
な
く
な
っ
た
た

め
、
手
入
れ
さ
れ
な
く
な
っ
た

松
林
を
昔
の
ま
ま
の
美
し
い
姿

に
と
ど
め
る
た
め
の
活
動
だ
。

２
日
目
は
釜
石
市
と
大
槌
町
を

視
察
し
た
。
鵜
住
居
町
の
防
災

セ
ン
タ
ー
は
、
近
隣
の
多
く
の

人
が
避
難
し
て
き
た
が
、
津
波

に
襲
わ
れ
１
０
０
人
以
上
の
人

が
死
亡
、
ま
た
は
行
方
不
明
に

な
っ
た
場
所
。
解
体
の
決
ま
っ

た
そ
の
建
物
を
現
地
の
人
の
案

内
で
見
学
し
た
。

　

９
月
４
日
（
火
）・
５
日
（
水
）

の
両
日
、
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
学

友
会
主
催
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

が
群
馬
県
水
上
温
泉
で
行
わ
れ

た
。

　

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
、
学
生

と
教
職
員
が
親
交
を
深
め
る
こ

と
に
よ
り
、
大
学
の
発
展
や
学

生
生
活
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
毎
年
行
わ
れ
、
今
年
は

学
生
約
２
０
０
名
と
教
職
員
約

２
０
０
名
（
う
ち
教
育
後
援
会

と
同
窓
会
か
ら
は
７
名
）
が
参

加
し
た
。

　

今
年
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

「
明
海
大
学
を
よ
り
よ
く
す
る

た
め
に
今
で
き
る
こ
と
」。
開

会
式
で
は
、
安
井
利
一
学
長
が

「
大
学
と
学
生
が
直
接
話
せ
る

チ
ャ
ン
ス
。
有
意
義
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
」
と
挨
拶
。
続
い
て
、
藤

井
慶
三
教
育
後
援
会
会
長
は

「
班
ご
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
、
就
職
面
接
で
の
グ
ル
ー

　

３
日
目
は
、
釜
石
市
教
育
委

員
会
主
催
の
自
然
教
室
「
釜
石

里
海
冒
険
物
語
」
に
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
参
加
。
子
ど
も
た
ち
が

海
に
入
る
イ
ベ
ン
ト
は
、
震
災

後
初
め
て
の
た
め
、
子
ど
も
た

ち
に
寄
り
添
う
役
目
を
担
っ
た
。

　

参
加
報
告
を
行
っ
た
学
生
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た

き
っ
か
け
は
様
々
。
被
災
地
で

活
動
し
、
現
地
の
人
か
ら
話
を

聞
く
こ
と
で
、
現
地
の
悲
惨
さ

や
、
人
間
の
無
力
感
を
知
る
と

と
も
に
、
現
地
の
人
の
姿
や
言

葉
に
逆
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
と

プ
討
議
に
き
っ
と
役
立
つ
」
と

挨
拶
し
た
。
近
江
彰
事
務
部
次

長
か
ら
は
、
昨
年
の
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
で
の
意
見
を
ふ
ま
え

た
大
学
側
の
対
応
が
報
告
さ
れ

た
。

　

開
会
式
の
後
、
分
科
会
で
は

16
の
班
に
分
か
れ
次
の
４
つ
の

テ
ー
マ
で
討
議
が
行
わ
れ
た
。

①
学
内
外
に
お
け
る
マ
ナ
ー
を

向
上
す
る
た
め
に
は
、
②
課
外

活
動
を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
活
性

化
す
る
た
め
に
は
、
④
授
業
の

環
境
に
つ
い
て

　

各
班
に
15
人
前
後
が
参
加
。

そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
で
文
字
通

り
「
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
」
の

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

例
え
ば
、
掲
示
板
の
利
用
方
法

に
つ
い
て
、
管
理
者
側
と
利
用

者
側
で
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
そ

れ
に
対
し
て
後
援
会
か
ら
の
出

席
者
が
第
三
者
的
な
立
場
で
意

見
を
出
し
、
よ
り
深
い
議
論
と

い
う
学
生
も
い
た
。

　

赤
池
祐
亮
さ
ん
（
経
済
学
科

３
年
）
は
東
北
出
身
。
被
災
地

を
自
分
の
目
で
見
た
い
と
思
い

参
加
。「
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上

げ
ら
れ
る
機
会
が
減
り
、
復
興

は
進
ん
で
い
る
と
思
っ
て
い
た

が
、
ま
だ
ま
だ
人
手
が
足
り
な

い
。
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
参
加

し
た
い
」。

　

廣
川
瑞
希
さ
ん
（
英
米
語
学

科
２
年
）
は
、
何
も
し
て
い
な

い
自
分
に
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ

て
参
加
。
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は

人
間
は
い
か
に
無
力
で
あ
る

か
を
感
じ
、
涙
が
止
ま
ら
な

か
っ
た
そ
う
だ
。「
そ
れ
で

も
前
を
向
い
て
歩
い
て
い
る

現
地
の
人
達
を
見
て
、
自
分

自
身
の
背
中
を
た
た
か
れ
た

よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
」

と
話
す
。

　

五
十
嵐
努
さ
ん
（
経
済
学

科
１
年
）
は
、
集
積
所
の
放

置
さ
れ
た
ガ
レ
キ
に
雑
草
が

な
る
場
面
も
あ
っ
た
。
ま

た
、
安
井
利
一
学
長
は
各

部
屋
を
ま
わ
り
、
議
論
に

参
加
。
討
議
は
夕
方
ま
で

続
い
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
移
し

て
懇
親
会
。
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
、
笑
い
声
の
絶

え
な
い
会
と
な
っ
た
。

　

２
日
目
は
、
討
議
の
結

果
を
今
後
に
生
か
す
た
め

報
告
会
が
行
わ
れ
た
。「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
性

化
」
に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る

単
位
認
定
を
強
化
す
る
な

ど
、
参
加
し
や
す
い
環
境
作
り

が
必
要
で
は
、
ま
た
「
授
業
環

境
に
つ
い
て
」
に
は
、
学
生
が

教
員
に
対
し
て
要
望
を
出
せ
る

環
境
も
整
え
て
ほ
し
い
な
ど
、

学
生
と
教
員
が
一
丸
と
な
っ
て

授
業
レ
ベ
ル
を
高
め
て
い
こ
う

と
い
う
思
い
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

矢
野
翔
太
学
友
会
会
長
は

酷
暑
の
な
か
で
黙
々
と
作
業
す
る
学

生
た
ち

▶
分
科
会
で
は
出
さ
れ
た
意
見
に
つ

い
て
議
論
す
る

九州地区

沖縄地区

▲震災後、初めて海に入る子どもたち
をサポート ▲懇親会で安井学長、教授陣とより身近に話す学友会メンバー

「明海大学をよりよくする
ために今できること」を
メインテーマに

サマーキャンプ開催

一
日
で
も
早
く
、

被
災
地
が
元
通
り
に
な
る
よ
う
に

東
日
本
大
震
災
被
災
地
復
興
支
援
活
動
報
告
会
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本
多　

皆
さ
ん
が
一
生
懸
命
に

活
動
さ
れ
て
い
る
様
子
が
目
に

う
か
ぶ
よ
う
で
す
。
ぜ
ひ
、
一

人
で
も
多
く
の
学
生
の
方
に
活

動
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
の
で
す
が
、
そ
の
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
皆

さ
ん
は
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
教
え
て

い
た
だ
け
ま
す
か
。

矢
野　

学
友
会
全
体
の
こ
と
を

す
。
不
動
産
学
科
２
年
で
す
。

11
月
２
・
３
・
４
日
と
３
日
間

に
わ
た
る
第
25
回
明
海
祭
が
終

わ
っ
た
ば
か
り
で
、
今
は
収
益

金
の
ま
と
め
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

工
藤
大
介
（
以
下
、
工
藤
）　

体
育
会
連
盟
会
（
体
連
）
会
長
、

経
済
学
科
３
年
の
工
藤
大
介
で

す
。
少
し
緊
張
し
て
い
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

松
田　

皆
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
が
ち
ょ
う
ど
一
息
つ
い
て

い
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
か
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
内
容
に

つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
紹

介
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。
活

動
す
る
上
で
の
苦
労
話
な
ど
も

あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
お
話
し
く
だ
さ

い
。

矢
野　

学
友
会
中
央
委
員
会

で
は
、
ま
ず
新
入
生
歓
迎
会

を
運
営
し
、
部
活
動
や
サ
ー
ク

ル
の
勧
誘
会
や
大
学
紹
介
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
夏
に
は
勝

浦
で
リ
ー
ダ
ー
ズ
研
修
会
を
行

い
、
参
加
者
の
親
睦
を
深
め
つ

つ
、
今
後
の
大
学
の
あ
り
方
に

つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
ま
し

た
。
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
は
、

一
般
の
学
生
、
教
職
員
の
方
々

で
、
大
学
が
よ
い
方
向
に
進
ん

で
い
く
た
め
に
は
何
が
で
き
る

の
か
話
し
合
い
を
行
い
、
実
に

様
々
な
意
見
を
出
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
は
ま
だ
す
べ
て

の
意
見
を
実
行
に
移
せ
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一

つ
ず
つ
着
実
に
実
現
で
き
て
い

る
の
で
、
私
と
し
て
は
確
か
な

手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

松
田　

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
は

私
も
何
度
か
参
加
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

は
、
運
営
方
法
自
体
に
か
な
り

工
夫
の
あ
と
が
見
ら
れ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

矢
野　

そ
う
で
す
ね
。
昨
年
ま

で
は
、
主
に
問
題
点
を
出
し
て

も
ら
う
と
い
う
形
を
と
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
今
年
か
ら
は
問

題
点
を
出
し
て
も
ら
う
だ
け
で

な
く
、
そ
の
解
決
ま
で
な
ん
と

か
も
っ
て
い
く
こ
と
を
最
終
的

な
姿
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

ま
し
た
。
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の

前
に
行
っ
た
リ
ー
ダ
ー
ズ
研
修

会
の
場
で
、
あ
ら
か
じ
め
イ

メ
ー
ジ
の
共
有
を
図
っ
て
い
た

こ
と
が
成
功
に
つ
な
が
っ
た
の

か
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
多　

実
は
私
も
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
に
参
加
し
た
ん
で
す
。
学

生
、
保
護
者
、
そ
し
て
先
生
方

が
活
発
に
意
見
を
出
し
合
っ
て

い
た
の
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
ね
。
そ
れ
ぞ

れ
立
場
は
異

な
っ
て
は
い
ま

す
が
、
明
海
大

学
を
今
よ
り
よ

く
し
て
い
き
た

い
、
と
い
う
気

持
ち
は
共
通
で
、

場
に
一
体
感
が

松
田
清
志
教
育
後
援
会
副
会

長
（
以
下
、
松
田
／
司
会
）　

今
日
は
、
学
友
会
役
員
の
皆
さ

ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し

た
。
学
友
会
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
一
般
の
学
生
、
ま
し
て
や

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
な

じ
み
が
薄
い
も
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
す
が
、
学
友
会
の
活

動
は
い
っ
て
み
れ
ば
明
海
大
学

の
縁
の
下
の
力
持
ち
。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
皆
さ
ん
の
活
動
の
様

子
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
多
敏
子
教
育
後
援
会
役
員

（
以
下
、
本
多
／
司
会
）　

今
日

は
学
友
会
の
メ
ン
バ
ー
と
触
れ

合
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
非
常

に
楽
し
み
に
し
て
き
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
皆
さ
ん
の
自
己
紹

介
を
お
願
い
し
ま
す
。

鈴
木
麻
紀
（
以
下
、
鈴
木
）　

卒
業
ア
ル
バ
ム
製
作
委
員
会
委

員
長
を
や
っ
て
お
り
ま
す
、
Ｈ

あ
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
が
真
剣
に
大

学
の
こ
と
を
考
え

て
い
て
、
し
か
も

そ
の
一
つ
一
つ
の

意
見
を
委
員
の
方

が
す
べ
て
書
き
と

め
て
い
ら
し
て
、

き
ち
ん
と
伝
え
合

う
姿
に
は
感
動
し
ま
し
た
。

松
田　

今
年
は
留
学
生
の
参
加

も
多
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
話
し

合
い
や
部
屋
割
り
に
際
し
て
、

何
か
特
別
な
配
慮
は
さ
れ
た
ん

で
し
ょ
う
か
。

矢
野　

部
屋
割
り
に
関
し
て
は
、

す
べ
て
こ
ち
ら
で
決
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
は
い
ろ
い
ろ
な
人
同

士
の
交
流
も
か
ね
て
い
る
の
で
、

あ
え
て
グ
ル
ー
プ
で
固
め
ず
に
、

基
本
的
に
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
分

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鈴
木　

卒
業
ア
ル
バ
ム
製
作
委

員
は
、
卒
業
記
念
ア
ル
バ
ム
の

企
画
か
ら
完
成
ま
で
の
製
作
過

程
の
す
べ
て
に
、
一
年
を
通
じ

て
関
わ
る
活
動
な
の
で
、
と
て

も
大
変
で
す
。
今
年
度
は
、
去

年
ま
で
一
緒
に
活
動
し
て
き
た

先
輩
方
が
す
べ
て
卒
業
し
て
し

ま
っ
て
、
メ
ン
バ
ー
は
私
一
人

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
な
か
、
な
ん
と
か
完
成
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
今

は
ほ
っ
と
ひ
と
安
心
し
て
い
ま

す
。

本
多　

一
人
で
作
ら
れ
た
の
で

Ｔ
学
科
４
年
の
鈴
木
麻
紀
で
す
。

今
、
２
０
１
２
年
度
の
卒
業
ア

ル
バ
ム
が
ち
ょ
う
ど
完
成
し
た

と
こ
ろ
で
、
わ
れ
な
が
ら
い
い

出
来
栄
え
で
、
大
変
満
足
し
て

い
ま
す
。

孫
金
（
以
下
、
孫
）　

留
学
生

連
合
会
会
長
の
孫
金
で
す
。
中

国
の
ハ
ル
ピ
ン
出
身
で
す
。
不

動
産
学
科
４
年
に
在
学
し
て
い

ま
す
。

金
子
嘉
伸
（
以
下
、
金
子
）　

不
動
産
学
科
４
年
の
金
子
嘉
伸

で
す
。
学
術
文
化
連
合
会
（
文

連
）
の
会
長
を
１
年
９
カ
月

や
っ
て
い
ま
す
。

矢
野
翔
太
（
以
下
、
矢
野
）　

学
友
会
中
央
委
員
会
委
員
長
、

矢
野
翔
太
で
す
。
経
済
学
科
２

年
で
す
。
今
年
度
の
活
動
の
中

で
ぜ
ひ
紹
介
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
の
は
、
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
す
。
例
年
行
っ
て
い

る
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
取
り
入

れ
、
活
動
に
生
か

す
こ
と
が
で
き
た

と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

山
本
航
暉
（
以
下
、

山
本
）　

学
園
祭

実
行
委
員
会
委
員

長
の
山
本
航
暉
で

す
か
。
そ
れ
は

大
変
で
し
た
ね
。

鈴
木　

大
学
の

学
生
支
援
課
の

方
に
は
、
本
当

に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
、
リ
ー

ダ
ー
ズ
研
修
会

の
お
か
げ
で
横

の
つ
な
が
り
が

で
き
て
、
撮
影

の
お
手
伝
い
を

お
願
い
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し

た
。
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
さ

ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
い
よ
い
よ
私
も
卒
業
し
て

し
ま
う
の
で
、
な
ん
と
か
人
材

を
探
さ
な
い
と
。「
卒
業
ア
ル

バ
ム
製
作
委
員
会
」
と
口
で

言
っ
た
だ
け
で
は
、
実
際
の
活

動
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
伝

わ
り
に
く
い
の
か
な
、
と
も
感

じ
て
い
ま
す
。
卒
業
ま
で
あ
と

わ
ず
か
で
す
が
、
何
と
か
見
つ

け
て
、
引
き
継
ぎ
た
い
で
す
ね
。

本
多　

あ
れ
だ
け
の
も
の
を
作

る
の
に
、
お
一
人
で
は
大
変
で

し
た
よ
ね
。
い
つ
も
す
ば
ら
し

い
出
来
栄
え
に
感
心
し
て
い
ま

す
。
せ
っ
か
く
で
き
た
横
の
つ

な
が
り
を
、
ぜ
ひ
人
材
探
し
に

も
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
、
新

し
い
委
員
の
方
が
一
人
で
も
多

く
入
っ
て
く
れ
る
と
い
い
で
す

ね
。
こ
こ
に
来
て
い
た
だ
い
て

い
る
学
友
会
の
中
で
も
、
ぜ
ひ

声
を
か
け
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
。

鈴
木　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

孫　

私
は
留
学
生
連
合
会
に
は

２
年
生
の
と
き
に
入
り
ま
し

た
。
今
の
主
な
メ
ン
バ
ー
は
２
、

３
年
生
が
中
心
で
す
。
連
合
会

メ
ン
バ
ー
の
出
身
で
一
番
多
い

の
は
中
国
で
、
そ
れ
か
ら
韓
国
、

ベ
ト
ナ
ム
と
続
き
ま
す
。
日
本

人
も
３
人
い
ま
す
。
主
な
活
動

は
新
入
生
の
サ
ポ
ー
ト
で
、
役

員
１
人
で
５
名
の
新
入
生
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。
あ
と

は
、
日
本
人
と
留
学
生
の
交
流

で
す
。
リ
ー
ダ
ー
ズ
研
修
に
も
、

連
合
会
か
ら
28
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

学友会中央委員会委員長
矢野 翔太（経済学科２年）

本多 敏子　編集委員

松田 清志　編集長

　

明
海
大
学
の
学
友
会
組
織
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

　

一
般
的
に
学
友
会
組
織
と
は
、
学
生
が
自
主
的
に
行
う
各
種
の
課
外
活
動
を
指
し
、
大
学
生
活

を
充
実
し
た
居
心
地
の
よ
い
も
の
と
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
る
。

　

学
友
会
に
は
現
在
７
つ
の
組
織
が
あ
り
、
前
回
の
潮
風
38
号
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
今
年
度

の
会
長
・
委
員
長
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ば
か
り
だ
が
、
こ
の
た
び
の
新
春
座
談
会
で
は
そ

の
学
生
た
ち
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
活
動
の
内
容
や
苦
労
話
な
ど
を
大
い
に
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

学
生
た
ち
の
こ
と
ば
に
は
、「
私
た
ち
が
明
海
大
学
を
支
え
て
い
る
」
と
い
う
力
強
い
自
信
が
満

ち
溢
れ
て
い
た
。

学
友
会
活
動
を
支
え
て
い
る

学
生
た
ち
の
熱
い
思
い

人
間
的
に
も
成
長
を
実
感

密
度
の
濃
い
学
生
生
活
を
振
り
返
る

学友会活動から見えてくる明海大学の「今」

WWWWWWWWWWWW

新 春 座 談 会

明海大学縁の下の力持ち



 (5) 第 39号し　お　か　ぜ

言
え
ば
、
組
織
の
存
在
自
体
す

ら
知
ら
な
い
学
生
が
ほ
と
ん
ど

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す

か
ら
、
ま
ず
は
存
在
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

中
央
委
員
会
で
は
、
学
友
会
の

団
体
を
紹
介
す
る
冊
子
を
製
作

し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
冊

子
を
入
学
式
で
配
り
、
学
友
会

の
こ
と
を
と
に
か
く
知
っ
て
も

ら
い
た
い
、
そ
し
て
少
し
で
も

興
味
を
持
っ
て
も
ら
っ
た
新
入

生
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
入
っ
て
も

ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

工
藤　

現
在
、
体
連
に
は
10
団

体
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
体
連

な
の
で
、
ま
ず
は
い
い
成
績
を

残
す
こ
と
で
注
目
し
て
も
ら

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
入
部
希
望
者

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
私
自
身
は
男
子
硬

式
テ
ニ
ス
部
な
の
で
す
が
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
な
ど
を
は
じ
め
と

す
る
高
校
の
大
き
な
大
会
に
実

際
に
出
か
け
て
い
っ
て
声
を
か

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
ア
ル
バ
ム
製
作
に
関
わ
っ

て
き
た
お
か
げ
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
本　

学
園
祭
実
行
委
員
会
は
、

と
に
か
く
充
実
感
が
あ
り
ま
す
。

見
た
目
の
印
象
ほ
ど
楽
し
い
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
で
も
、
一

つ
ず
つ
、
着
実
に
行
動
を
積
み

重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
自
分
に

も
で
き
る
、
と
い
う
確
か
な
手

ご
た
え
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
し
、
そ
れ
は
強
い
自
信

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
高
校
で

青
春
で
き
な
か
っ
た
人
や
、
物

足
り
な
か
っ
た
と
い
う
人
は
、

ぜ
ひ
、
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ

う
。

工
藤　

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず

に
、
ま
じ
め
に
取
り
組
め
ば
、

必
ず
自
分
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に

な
り
ま
す
。
就
職
に
関
し
て
も
、

ス
ポ
ー
ツ
リ
ン
ク
と
い
う
も
の

が
あ
る
の
で
、
そ
れ
が
メ
リ
ッ

ト
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

孫　
「
助
け
て
ほ
し
い
」、「
友

達
が
ほ
し
い
」
と
い
う
気
持
ち

は
、
留
学
生
み
ん
な
が
持
っ
て

い
る
思
い
で
す
。

日
本
に
来
た
ば

か
り
の
こ
ろ
は
、

私
も
友
達
が
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

留
学
生
連
合
会

を
通
じ
て
の
交

流
で
留
学
生
だ

け
で
な
く
日
本

け
た
り
、
関
東

の
高
校
に
宛
て

て
明
海
大
学
を

紹
介
す
る
手
紙

を
出
し
た
り
し

て
、
地
道
で
は

あ
り
ま
す
が
、

勧
誘
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
で

も
、
な
か
な
か
入
部
希
望
者
に

結
び
つ
か
な
い
な
と
い
う
の
が
、

正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
と
は
い

え
、
明
海
大
学
と
い
う
名
前
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
こ

の
「
手
紙
作
戦
」
は
、
体
連
全

体
の
活
動
と
し
て
広
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
多　

ぜ
ひ
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

学
友
会
の
活
動
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
皆
さ
ん
は
、
充
実
し
た

学
生
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
学
友
会
の
活
動

を
通
じ
て
強
く
印
象
に
残
っ
て

い
る
こ
と
や
、
や
っ
て
い
て
よ

か
っ
た
、
と
実
感
さ
れ
る
こ
と

人
の
友
達
も
増

え
ま
す
し
、
日

本
語
も
上
達
し

ま
す
。

金
子　

具
体
的

な
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
書
類
の

書
き
方
が
学
べ
た
こ
と
、
そ
れ

か
ら
お
金
の
や
り
く
り
の
仕
方

な
ど
が
上
手
に
な
っ
た
こ
と
が

自
慢
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
友
達

も
増
え
ま
し
た
。
普
通
の
学
生

生
活
で
は
得
る
こ
と
の
で
き
な

い
、
社
会
に
出
て
か
ら
役
立
つ

ス
キ
ル
が
身
に
付
い
た
と
思
い

ま
す
。

本
多　

ち
な
み
に
、
皆
さ
ん
は

は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

矢
野　

人
前
で
話
す
機
会
が
ぐ

ん
と
増
え
た
こ
と
で
、
人
間
と

し
て
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
実
感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
学
を
よ
く
す
る
た
め
に
と
考

え
て
い
た
こ
と
を
、
一
つ
ず
つ

実
行
に
移
せ
た
こ
と
は
、
と
て

も
大
き
な
自
信
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

山
本　

明
海
祭
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め

に
、
千
葉
県
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

コ
ン
サ
ー
ト
を
テ
レ
ビ
番
組
に

取
り
上
げ
て
も
ら
っ
た
り
、
考

え
ら
れ
る
こ
と
は
す
べ
て
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ

と
は
来
年
の
た
め
の
道
筋
を
残

す
こ
と
が
で
き
た
ら
、
私
自
身

の
活
動
に
後
悔
は
ま
っ
た
く
あ

り
ま
せ
ん
。

工
藤　

人
前
で
話
す
の
に
必
要

な
ス
キ
ル
が
身
に
付
い
た
か
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ

な
大
人
の
方
と
話
を
す
る
機
会

に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
の
で
、
お

話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
か
で

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
さ
せ

ら
れ
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
勉
強
や
ア
ル
バ
イ
ト
だ
け

で
は
、
こ
ん
な
経
験
は
で
き
な

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

自
分
の
思
い
描
い
た
も

の
を
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
と
し
て

実
際
の
「
形
」
に
残
す
こ
と
が

で
き
た
こ
と
、
そ
の
喜
び
は

と
て
も
大
き
い
も
の
で
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
ズ
研
修
会
で
横
の
つ

ど
ん
な
き
っ
か
け
で
活
動
を
始

め
ら
れ
た
ん
で
す
か
。

山
本　

先
輩
か
ら
「
や
れ
！
」

と
直
接
指
名
が
あ
り
、
初
め
は

悩
み
も
し
ま
し
た
が
、
考
え
よ

う
に
よ
っ
て
は
面
白
い
か
な
と

気
持
ち
を
切
り
替
え
、
受
け
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

ま
ま
、
委
員
長
に
な
っ
た
と
い

う
感
じ
で
す
。

工
藤　

私
も
、
前
会
長
に
「
お

前
に
し
か
任
せ
ら
れ
る
人
は
い

な
い
」
と
言
わ
れ
、
そ
ん
な
こ

と
を
言
っ
て
い
た
だ
く
の
は
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
し
、
こ
れ

は
や
る
し
か
な
い
と
決
意
し
ま

し
た
。

な
が
り
が
増
え
た
こ
と
も
、
私

自
身
の
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

金
子　

文
連
の
会
長
と
し
て
の

私
の
活
動
は
ま
だ
途
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
他
の
団
体
と
の
横

の
つ
な
が
り
を
再
構
築
す
る
と

い
う
当
初
の
目
的
は
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

孫　

花
火
大
会
を
企
画
で
き
た

こ
と
が
強
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

人
の
手
で
荷
物
を
運
ん
だ
り
と
、

実
際
は
大
変
で
し
た
が
、
参
加

し
て
く
れ
た
み
ん
な
の
喜
ん
で

い
る
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
、

や
っ
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま

し
た
。

本
多　

こ
れ
か
ら
入
っ
て
く
る

人
た
ち
、
入
っ
て
み
よ
う
と

思
っ
て
い
る
人
た
ち
に
向
け
て
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

矢
野　

中
央
委
員
会
は
、
学
校

全
体
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
団
体
で
す
。「
こ
う

し
た
い
」「
こ
こ
を
変
え
た
い
」

と
い
う
思
い
が
あ
る
の
な
ら
、

そ
れ
を
大
学
に
一
番
近
い
場
所

で
伝
え
、
実
現
に
向
け
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
思

い
」
が
あ
る
人
に
と
っ
て
は
、

ベ
ス
ト
な
場
所
で
す
。

鈴
木　

卒
業
ア
ル
バ
ム
製
作
委

員
会
は
、
目
上
の
方
や
お
仕
事

を
さ
れ
て
い
る
業
者
の
方
と
話

す
機
会
が
と
て
も
多
い
で
す
。

私
自
身
、
就
職
活
動
で
お
じ
け

づ
く
こ
と
な
く
自
分
自
身
を
ア

い
ま
す
。
日
本

に
来
て
い
る
留

学
生
の
中
で
、

明
海
大
学
の
名

前
を
知
っ
て
い

る
人
は
ま
だ
ま

だ
少
な
い
で
す
。

大
学
同
士
の
つ

な
が
り
を
作
っ

て
い
く
な
か
で
、
明
海
大
学
の

名
前
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

緊
急
の
大
き
な
課
題
で

あ
る
人
手
不
足
を
解
消
し
た
い

で
す
。
な
ん
と
し
て
も
卒
業
ま

で
に
は
入
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
。

そ
れ
に
は
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
が

ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
実
物

を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
い

い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
個

人
的
に
は
、
就
職
に
向
け
て
、

自
分
の
ス
キ
ル
を
磨
い
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

金
子　

次
期
会
長
を
な
ん
と
し

て
も
見
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
中
央
委
員

会
に
文
連
か
ら
も
メ
ン
バ
ー
を

入
れ
た
い
で
す
ね
。

本
多　

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い

ね
。

矢
野　

任
期
は
３
月
い
っ
ぱ
い

ま
で
な
の
で
、
や
り
残
し
た
こ

と
が
な
い
よ
う
に
、
最
後
ま
で

が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
人
数
が

減
っ
て
来
年
度
の
活
動
に
負
担

が
増
え
る
と
い
う
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
勧
誘
活
動
は
継
続
し

て
い
く
つ
も
り
で
す
。
そ
れ
か

ら
、
学
生
の
意

見
を
集
め
る
た

め
の「
目
安
箱
」

的
な
も
の
を
設

置
で
き
な
い
か

と
考
え
て
い
ま

す
。
と
に
か
く
、

卒
業
ぎ
り
ぎ
り

ま
で
、
全
力
で

当
た
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
本　

学
園
祭
実
行
委
員
に

な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
や
っ
て
も
ら
い
た

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
来
年

度
は
来
年
度
の
色
を
出
し
て
、

が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
確
実
に
引
き

継
ぎ
を
す
る
こ
と
で
す
ね
。
来

年
度
の
明
海
祭
も
ぜ
ひ
成
功
し

て
ほ
し
い
。
私
自
身
は
、
不
動

産
鑑
定
士
の
資
格
も
取
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
ス
ク
ー

ル
に
通
っ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

工
藤　

体
育
会
連
盟
会
の
各
団

体
が
よ
り
よ
い
成
績
を
残
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
サ
ポ
ー

ト
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
ま

だ
ま
だ
経
験
不
足
な
点
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
体
連
全
体

で
協
力
し
合
っ
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
は
、

来
年
度
は
４
年
生
な
の
で
、
選

手
と
し
て
テ
ニ
ス
を
す
る
の
は

最
後
の
年
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

テ
ニ
ス
を
始
め
て
か
ら
今
ま
で

の
集
大
成
と
い
う
意
気
込
み
で
、

結
果
を
残
せ
る
よ
う
に
が
ん
ば

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
田　

今
後
も
新
し
い
方
に
あ

と
に
続
い
て
い
た
だ
き
、
明
海

大
学
を
支
え
て
い
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
教

育
後
援
会
か
ら
も
で
き
る
だ
け

の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

学園祭実行委員会委員長
山本 航暉（不動産学科２年）

留学生連合会会長
孫　金（不動産学科４年）

卒業アルバム製作委員会委員長
鈴木 麻紀（ＨＴ学科４年）

体育会連盟会会長
工藤 大介（経済学科３年）

学術文化連合会会長
金子 嘉伸（不動産学科４年）

今
後
の
学
友
会
に
寄
せ
る
期
待
と
抱
負

松
田　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

来
年
度
に
向
け
て
の
抱
負
を
お

願
い
し
ま
す
。

金
子　

文
連
の
役
員
は
６
名
い

ま
す
が
、
そ
の
半
分
が
吹
奏
楽

部
で
す
。
団
体
自
体
は
10
団
体

あ
り
ま
す
の
で
、
来
年
度
の
抱

負
と
し
て
は
、
各
団
体
同
士
の

絆
を
強
く
し
、
今
年
度
以
上
に

親
睦
を
深
め
る
こ
と
で
す
。

山
本　

学
園
祭
実
行
委
員
は
全

部
で
60
名
で
す
。
人
数
も
多
い

で
す
が
、
３
日
間
の
学
園
祭
で

来
場
者
は
９
千
人
か
ら
１
万
人

で
す
か
ら
、
こ
れ
を
取
り
仕
切

る
の
に
は
60
名
で
も
足
り
な
い

ぐ
ら
い
で
す
。
来
年
は
も
う
少

し
増
や
し
た
い
で
す
。

松
田　

学
園
祭
は
地
域
の
方
々

も
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
ぜ
ひ
が
ん
ば
っ
て

盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

金
子　

昨
年
11
月
に
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
の
文
連
倉
庫
を
２
日
間
か

け
て
清
掃
し
ま
し
た
。
年
間
を

通
じ
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
予

定
で
す
。
３
月
に
は
、
各
部
活

動
の
代
表
者
を
集
め
て
、
勝
浦

で
合
宿
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

孫　

こ
れ
か
ら
は
、
夏
の
交
流

会
を
定
例
化
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
２
月
に
予
定
し
て
い

る
交
流
会
で
は
、
ぜ
ひ
日
本
人

の
参
加
を
呼
び
か
け
た
い
で
す
。

大
学
内
に
お
け
る
日
本
人
と
留

学
生
の
交
流
と
、
他
大
学
の
留

学
生
と
の
交
流
、
こ
の
二
つ
を

活
動
の
軸
に
し
た
い
と
思
っ
て
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業種 企業名 人数

サ
ー
ビ
ス

ＡＮＡエアポートサービス株式会社 3
株式会社ＡＮＡエアサービス東京 3
サントリーパブリシティサービス株式会社 1
空港ターミナルサービス株式会社 1
日本コンベンションサービス株式会社 1
株式会社スタジオアリス 1
ケーヨーリゾート開発合同会社（シェラト
ン・グランデ・トーキョーベイ・ホテル） 2

ホテル・ニッコー・サイゴン 1
リゾートトラスト株式会社 1
株式会社プリンスホテル 1
株式会社森ビルホスピタリティコーポレー
ション（グランド　ハイアット　東京） 3

株式会社東京ベイホテルズ
（東京ベイ舞浜ホテルクラブリゾート） 1

株式会社エスクリ 1
株式会社ノバレーゼ 1
株式会社ライフランド 2
財団法人成田国際空港振興協会 1
株式会社ケア２１ 1
株式会社カナモト 1
西尾レントオール株式会社 1
クラブツーリズム株式会社 1
株式会社ＪＴＢ首都圏 2
株式会社エイチ・アイ・エス 3

メ
ー
カ
ー

大和冷機工業株式会社 1
株式会社シーボン 1
カルビー株式会社 1
株式会社クロスカンパニー 2

　
金
融

株式会社みずほ銀行 1
スターツ証券株式会社 2
岡三証券株式会社 1
千葉信用金庫 1
東京シティ信用金庫 1
明治安田生命保険相互会社 1

建
設
・
不
動
産

株式会社木下工務店（木下グループ） 1
大和ハウス工業株式会社 1
スターツコーポレーション株式会社 1
ポラス株式会社 1
株式会社アーネストワン 1
株式会社エイブル 1
株式会社ミニミニ 1
三菱ＵＦＪ不動産販売株式会社 1
東急リバブル株式会社 1
日神不動産株式会社 1
ＮＲＥＧ東芝不動産株式会社 1
株式会社アパマンショップホールディングス 4

業種 企業名 人数
株式会社共立メンテナンス 1
大成有楽不動産株式会社 1
日本ハウズイング株式会社 1

　
商
社

全日空商事株式会社 1
株式会社カーチスホールディングス 1
ピアス株式会社 1
アイ・ティー・シーネットワーク株式会社 1
トシン・グループ株式会社 1
株式会社テンポスバスターズ 2
株式会社フォーバル 2
田中商事株式会社 1
株式会社ナルミヤ・インターナショナル 1

情
報
通
信

株式会社ブロードバンドタワー 1
日本テレホン株式会社 1

輸
送
日本航空株式会社 2
中国東方航空 1
株式会社ＪＡＬスカイ 2
郵便事業株式会社（日本郵政グループ） 1
トランコム株式会社 1
佐川急便株式会社 1
東京地下鉄株式会社 1
東日本旅客鉄道株式会社（ＪＲ東日本） 3

流
通
株式会社サンドラッグ 2
株式会社スギ薬局 1
株式会社ドン・キホーテ 1
株式会社メガネトップ 1
株式会社サイゼリヤ 1
株式会社モスフードサービス 1
株式会社カスミ 1
株式会社ジェイアール東海パッセンジャーズ 1
株式会社ライフコーポレーション 1
株式会社ノジマ 1
株式会社ビックカメラ 1
株式会社島忠 1
上新電機株式会社 1
株式会社ホンダカーズ千葉 1
千葉トヨペット株式会社 2
東京トヨペット株式会社 1
東京日産自動車販売株式会社 1
株式会社エービーシー・マート 1
株式会社ユナイテッドアローズ 1
青山商事株式会社 1
米国三越株式会社 1

地
方
公
務

千葉県警察本部 1
東京消防庁 1
苫小牧市役所 1

2012年度　卒業生の主な内定先	 （2012.12.6 現在）

2012年度　夏季インターンシップ実績一覧	 （2012.12.6 現在）
学部 企業名 人数 

外
国
語
学
部

OLJ ランゲージアカデミー 4
ホテルエピナール那須 3
浦安市（浦安市役所） 2
千葉県警察（浦安警察署） 2
㈱ディアーズ・ブレイン 2
東京ベイ舞浜ホテル クラブリゾート 1
浦安ブライトンホテル 1
ホテル西洋 銀座 1
ダイハツ千葉販売㈱ 1
㈱エムエスデー 1
㈱アドレス・インフォメーション 1 

経
済
学
部

㈱ＪＰコンサルタンツ・グループ 4
千葉県警察（浦安警察署） 3
㈱ディアーズ・ブレイン 3
浦安市（浦安市役所） 2
トヨタカローラ千葉㈱ 2
千葉トヨタ自動車㈱ 1
㈱ジェイ・ブロード 1
イオンリテール㈱ 1 

不
動
産
学
部

㈱明和地所
（全国宅地建物取引業保証協会） 2

リスト㈱
（日本住宅建設産業協会会員企業） 2

㈱東栄住宅
（日本住宅建設産業協会会員企業） 2

日神不動産㈱
（日本住宅建設産業協会会員企業） 2

学部 企業名 人数 

不
動
産
学
部

㈱細田工務店
（日本住宅建設産業協会会員企業） 2

大和ライフネクスト㈱ 2
日本ハウズイング㈱

（日本住宅建設産業協会会員企業） 1

小畑不動産鑑定事務所 1
㈲イッセイ住宅 1 

Ｈ
Ｔ
学
部

成田国際空港㈱ 10
㈱森ビルホスピタリティコーポレー
ション（グランド ハイアット 東京） 3

㈱帝国ホテル 2
ホテルオークラ東京ベイ 2
三井ガーデンホテル プラナ東京ベイ 2
㈱ホテルオークラ東京 1
野尻湖ホテル エルボスコ 1
シェラトン・グランデ・トーキョーベイ・
ホテル（ケーヨーリゾート開発合同会社） 1

東京ベイ舞浜ホテル クラブリゾート 1
サンルートプラザ東京 1
ホテル日航東京 1
森観光トラスト㈱
ホテルラフォーレ修善寺 1

㈱フォトワークス 1
㈱ JAL スカイ 1
㈱ JTB グローバルマーケティング＆
トラベル 1

㈱ディアーズ・ブレイン 1

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q AA

A

A

A

A

A

A
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